
資料２

2．流域治水に関する
取組事例の共有
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淀川（大阪府域）分会

大阪府
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令和７年度 実績報告
おおさかタイムライン防災プロジェクトの拡大に係る支援 大阪府都市整備部河川室

取組項目 コミュニティタイムライン作成支援講習会

主な内容
行政の防災担当職員や地域住民を対象に、コミュニティタイムライン作成に関するノウハ
ウ習得を目的とした講習会を開催。大阪管区気象台や近畿地方整備局から防災気象
情報や水災害に関する説明を実施した後、各警戒レベル毎にとるべき行動を各自で検
討し、実際のコミュニティタイムラインの作成方法を実習により学んでいただいた。

●第一部 防災に必要な知識を得る
○気象情報に関する説明
・大阪管区気象台より

○水災害に関する説明
・近畿地方整備局水災害予報センターより

●第二部 災害の実相に触れる
○災害派遣（能登）経験者のお話
・大阪府岸和田土木事務所より

●第三部 演習 コミュニティタイムラインを作る
・各警戒レベルごとに行うべき行動をグループで確認・ポストイットに書き出し、タイムラインに記載すべき内容を、
全員で共有した上で、講習会の中でタイムラインを一事例作成した。

■地域の災害対応力の向上に向けて ※講習会でカバー

①動機づけ
・災害リスクや実態を知り、
対応の重要性を認識
する。

④動機づけ
・地区で知識スキルと
組織対応力を蓄積する。
⇒①へ

②理解
・タイムライン作成をとお
して、必要な対応(共助)
を理解する。

③習熟・知識化
・地区での話合いや訓練
を通して、習熟と知識化
を目指す。

グループワーク状況

検討内容の発表・タイムライン作成ガイダンス
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淀川（京都府域）分会

京都府
京都市
久御山町
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◆立命館大学と連携し、一般の方向けの流域治水に関するリーフレットを作成。

◆配布についてHPで周知するとともに、府主催のイベントなどで配布し、流域治水の
自分事化を促すツールとして活用。

○立命館大学 建築光環境デザイン・設備技術研究室と連携。
○関係者へのアンケート調査により、効果的で親近感があり、
かつ受け入れやすいリーフレットの形状や表現を検討し、そ
の結果をもとに流域治水の啓発資料を作成。

【特徴】

・アンケート結果を踏まえ、以下のとおり設定
形状：四角 ベースの色：緑 フォント：新丸ゴシック、Bold

・誘目性を高めるために巻三折した際に中のデザインが見える
窓を設けた。

・実在する施設、観光地をイラストに盛り込み京都らしさを表現。

図-1 リーフレット（上：外側、下：内側）
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概 要

市内中心部の浸水対策として、雨水を「ためる」機能を備えた雨水幹線を整備

幹線内部の写真

口 径： 2,400 mm
延 長： 1,700 m

貯 留 量： 7,700 ㎥
事業期間：令和2〜7年度

（令和7年11月供用開始）

対象降雨： 1時間 62 mm
（10年確率降雨）

浸水対策事業（烏丸丸太町幹線）

幹線整備位置図 6



令和７年８月に部分供用を開始し、８月２５日に発生した京都地方気象台の観測史上最大の
大雨（１時間に１０２ミリ）において、浸水被害の軽減効果を発揮した。

烏丸丸太町幹線内への
雨水取込みイメージ

整備前 (R4年7月) 部分供用後 (R7年8月)

全面供用
(R7年11月)

浸水対策事業（烏丸丸太町幹線）
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【事業名】佐山排水機場施設更新事業
【経 緯】
 佐山排水区の最下流に位置する排水機場が、昭和50
年度（1975年度）に完成後45年以上が経過し老朽化が進
んでいることから、令和元年度に作成したストックマネ
ジメント計画に基づき更新事業を実施。（京都府管理の
１級河川古川を介して宇治川に排水している。）
【事業計画】
・ポンプ２基（１台当たり 揚水量V=1.43㎥/s）
【事業内容】
・詳細設計（令和２年度）
・第１期工事（令和３，４年度）

事業費：354,811,600円
・第２期工事（令和５，６年度）
事業費：332,200,000円

計：687,011,600円
 機械設備工事
φ2,500スクリューポンプ N=2台、ディーゼルエンジン 
N=2台、減速機 N=2台、消音機 N=2台 他

 電気設備工事、建築工事、建築電気工事 一式

1

位 置 図

施工状況 施工状況
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琵琶湖分会

滋賀県、彦根市、野洲市
⾧浜市、栗東市、草津市
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構成員 滋賀県　土木交通部　流域政策局 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

進捗状況

R9年度
(予定)

想定浸水深を公表および入力データの更新

流域治水条例に基づき、令和８年６月に更新した「地先の安全度マップ」を継続して公
表。
次々回更新に向けた準備（データ収集等）も実施。

R7年度

想定浸水深を公表および氾濫解析等

流域治水条例に基づき、令和２年３月に更新した「地先の安全度マップ」を継続して公
表。
次回更新（令和８年６月予定）に向け、氾濫解析および図面作成を完了。

R8年度
(予定)

想定浸水深を公表および入力データの更新

流域治水条例に基づき、令和２年３月に更新した「地先の安全度マップ」を継続して公
表。令和８年６月に更新予定。
ハザードマップ更新に必要なデータを市町に提供。
次々回更新に向けた準備（データ収集等）も実施。

被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
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構成員 彦根市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

進捗状況

R9年度
(予定)

雨水管理総合計画策定

R7年度

雨水管理総合計画策定

R7年度は、浸水シミュレーション（対策後）を実施。

R8年度
(予定)

雨水管理総合計画策定

被害対象を減少させるための対策
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構成員 野洲市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗状況

R9年度
(予定)

R7年度

雨水管理総合計画の策定、内水ハザードマップの公表

下水道による浸水を実施すべき区域や目標とする整備水準や、当面、中期、長期の
整備方針等を定め雨水管理総合計画を策定する。内水ハザードマップを公表する。

R8年度
(予定)

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

被害対象を減少させるための対策

令和７年度完了
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構成員 長浜市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗状況

R8年度
(予定) 雨水出水浸水想定区域図作成　完了

R7年度

キャリブレーション・シュミレーション

設計業務の実施

R8年度
(予定) 雨水出水浸水想定区域図作成　完了

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

被害対象を減少させるための対策
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構成員 栗東市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗状況

R9年度
(予定)

R7年度

雨水出水浸水想定区域図の作成・公表、地域防災計画に反映

R8年度
(予定)

雨水出水浸水想定区域図を総合防災マップに反映

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

被害対象を減少させるための対策
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構成員 草津市 （個票）

年度

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗度合 ①準備段階 ②実施中 ③概ね完了 ④完了

実施内容

進捗状況

R9年度
(予定)

R7年度

雨水出水浸水想定区域図の作成

シミュレーション、浸水想定区域図の作成

R8年度
(予定)

各構成員の進捗状況 淀川流域治水協議会(琵琶湖分会)

余　白

被害対象を減少させるための対策
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木津川上流分会

伊賀市、名張市、笠置町
山添村、曽爾村、宇陀市
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R7取組事例
（伊賀市）

■対策事例 【淀川水系（木津川上流分会）流域治水プロジェクト：伊賀市】

実施主体
担当部署

農村整備課
Ｒ７年度

田んぼダム進捗状況：○
２２ha実施見込

取組概要
水田の落水口に流出量を抑制するための排

水調整板を設置をおこなう。

取組内容の工夫点・課題・留意点
課題として排水調整板を設置し雨水貯留量

が増えることにより、畦畔崩落の被害の恐れ
があるため、取り組み組織が少なく田んぼダ
ムの効果が高まらない。

取組による効果
大雨時に水路や河川の水位の急上昇を抑

えることで、下流域の湛水被害リスクの低減
が図れる。

活用可能な制度等
多面的機能支払交付金事業の加算措置「水

田の雨水貯留機能の強化（田んぼダム）を推
進活動」

1期目 10ａ当：400円の加算
2期目以降 10ａ当：300円の加算

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

田んぼダムの整備

【主な整備内容】

水田の落水口に流出量を抑制するための排水調整板を設置するこ
とで、雨水貯留能力を人為的に高め、大雨時に水路や河川の水位
の急上昇を抑えることで、下流域の湛水被害リスクの低減を図る。
令和６年度から３組織が実施。

通常の落水口
そのまま河川に流れる。

排水調整板を設置
流出量を抑制できる。

取組状況の様子
参考

田んぼダム実施

田んぼダム未実施
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R7取組事例
（名張市）

【実施状況】

日時 令和７年１１月１５日（土） 午前９時から
場所 市内全域
参加者 約１４，０００人

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
小中学校への出前講座の実施

『名張市総合防災訓練（地域訓練）において市内全小中学校と連携した訓練を実施』

■対策事例 【淀川水系（木津川上流分会）流域治水プロジェクト：名張市】

実施主体
担当部署

名張市
なばりの未来創造部
危機管理室

Ｒ７年度
進捗状況:〇

取組概要
名張市総合防災訓練に市内全ての小中学

生が参加しました。

取組内容の工夫点・課題・留意点
教育委員会と連携することで、市内全ての小

中学校の協力を得ることができました。また、
子どもが訓練に参加することで保護者の参加
も誘導することができました。

取組による効果
児童・生徒が避難所運営の企画・運営に参

画することで、「自らの安全確保を前提に地域
に貢献する」行動観が醸成。持続可能な防災
体制の基盤を強化することができました。

活用可能な制度等
なし
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R7取組事例
（笠置町）

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
防災訓練の実施

『町内の自主防災組織と町の共催による防災訓練の実施』

■対策事例 【淀川水系（木津川上流分会）流域治水プロジェクト：笠置町】

実施主体
担当部署

笠置町総務財政課
R７年度

進捗状況:〇

取組概要

自主防災組織の防災力向上と防災関係
機関との連携醸成を主な目的として、町と
の共催による防災訓練を実施。
・初期消火訓練
・防災組織醸成訓練 など

取組内容の工夫点・課題・留意点
消防機関や郵便局の協力を得て、実際に防災
資機材を駆使した火災や土砂災害等を想定し
た訓練をおこなうことで、知識の醸成、技術力向
上、関係機関との連携強化を図る。

取組による効果
地域全体の防災意識向上に繋がる。

活用可能な制度等
特になし。

初期消火訓練

防災組織醸成訓練
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R7取組事例
（山添村）

【実施状況】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
防災訓練の実施

『関係機関や消防署、山添村消防団、日本赤十字社と共同で地区防災訓練を実施』

■対策事例 【淀川水系（木津川上流分会）流域治水プロジェクト：山添村】

実施主体
担当部署

山添村、山添消防署、
自衛隊、山添村消防
団、日本赤十字奉仕
団山添分会

Ｒ７年度
進捗状況:〇

取組概要
大雨や地震を想定し、避難所までの避難訓

練を実施。また、避難所ではAED講習や消火
器訓練、土砂災害体験（VR）、日本赤十字奉
仕団による炊き出し訓練を実施。

取組内容の工夫点・課題・留意点
地域を分けて年１回開催。今年度は、自衛

隊の参加、ＶＲ体験、消防署や赤十字社との
協力を得て、訓練を行った。

取組による効果
地域住民による防災意識の向上や関心をつ

かむ訓練となった。

活用可能な制度等
なし。

開催場所
山添村大字三ケ谷

豊央公民館
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R7取組事例
（曽爾村）

【実施状況】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
住民参加型の避難訓練の実施

『村民参加型の避難訓練を実施』

■対策事例 【淀川水系（木津川上流分会）流域治水プロジェクト：曽爾村】

実施主体
担当部署

曽爾村総務課
Ｒ７年度

進捗状況:○

取組概要
第１部として地震による建物の倒壊、土砂災

害、水害を想定し、最寄りの指定避難所まで
避難を行いました。

第２部は、役場職員による段ボールベットの
組み立て講習を村民を対象に実施。また、曽
爾村消防団員による土のう作製及び積み方を
自主防災組織向けに訓練を実施しました。

取組内容の工夫点・課題・留意点
避難訓練チラシを全戸に配布を行うとともに、

各自治会を通じて村民への周知を行い、訓練
周知を実施しました。また、第１部の避難訓練
では要支援者宅へ訪問し、安否確認も実施。

取組による効果
村民一人ひとりの防火意識の向上に努める

ことができた。またより具体的な訓練を行うこ
とにより、地域防災力の向上に寄与すること
ができた。

活用可能な制度等
特になし

避難訓練の様子 段ボールベット組み立て
講習の様子

土のう作製、土のう積みの様子
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R7取組事例
（宇陀市）

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
平時からの住民への周知・教育・訓練に関する事項（住民一人一人のマイタイムライン、マイ防災マップの作成促進）
マイ・タイムライン作成支援のワークショップの開催

『「ブルーシート（災害への備え・避難計画）」の作成』

■対策事例 【淀川水系（木津川上流分会）流域治水プロジェクト：宇陀市】

実施主体
担当部署

宇陀市危機管理課
R７年度

進捗状況:〇

取組概要
全市民作成を目指し、自主防災組織や連合自

治会等の防災講話において、新宇陀市ハザード
マップの確認とともに、地域の危険場所を確認し、
必要な備え、個人の避難計画作成について説明
を行いました。また、自宅に持ち帰り、家族と話し
合って、さらに詳細な避難計画を家族単位で話し
合いしていただく。

取組内容の工夫点・課題・留意点
６４歳以下の市民向けに「ブルーシート」と称して、

避難行動要支援者個別避難計画に合わせてマイ
タイムライン（個別避難計画）を作成いただく。将
来的に高齢者などの個別避難計画に移行でき、
自分だけでなく、家族も巻き込んだ防災意識の高
揚につながる。

取組内容の工夫点・課題・留意点
高齢者等の避難行動要支援者に関する個別避

難計画作成が難航する中、若い世代からマイタイ
ムライン（個別避難計画）を作成いただくことで、高
齢者などの避難行動要支援者個別避難計画につ
なげる。

活用可能な制度等
－

表面

災害への備え （避難計画）

表面
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猪名川分会

豊中市、尼崎市、大阪府
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水害から命を守るわたしの防災行動計画

【問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 工務課

〒563-0027 大阪府池田市上池田２丁目２番３９号
ＴＥＬ ０７２－７５１－１１１１

○猪名川河川事務所は、豊中市と共同で、「マイ・タイムライン作成講座」を開催しました。
○猪名川河川レンジャーで防災士でもある志築さんを講師として、地震災害、豪雨のメカニズム、災害への備えやハザー
ドマップの見方などを教えて頂きながら、“豊中市洪水ハザードマップ”や“猪名川河川事務所版マイ・タイムライン作成
シート”を活用したマイ・タイムラインの作成を行いました。

～豊中市でマイ・タイムライン作成講座を開催しました～ R7.12.23

猪名川河川事務所

◆日 時：令和7年12月18日（木）18:30～20:00
◆場 所：豊中市庄内コラボセンター
◆参加者：12名
◆内 容：講義「豊中市の災害想定からマイ・タイムラインを作成する」

マイ・タイムライン作成講座
豊中市マイ・タイムライン（デジタル版）の紹介

◆参加者からの感想
・マイタイムラインを実際に作ってみて、理解が深まりました。
あと、川の水位を確認できるサイトが知れて良かったです。

・住んでいる所が浸水区域に入っており、気になって受講しました。
気になっている事もお話下さって勉強になりました。

志築 猪名川河川レンジャー猪名川河川事務所版 マイ・タイムラインシート 豊中市 髙橋危機管理監 嶋本 猪名川河川事務所長

マイ・タイムライン作成の様子

豊中市 マイ・タイムライン（紹介チラシ）

自分の行動を選んでシートに貼る。

資料３
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水害から命を守るわたしの防災行動計画

【問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局 猪名川河川事務所 工務課
〒563-0027 大阪府池田市上池田２丁目２番３９号
ＴＥＬ ０７２－７５１－１１１１

○猪名川河川事務所は、尼崎市と共同で、「マイ・タイムライン作成講座」を開催しました。
○気象予報士で流域治水アンバサダーでもある澤さんを講師として、近年の気象災害と情報の活用、災害への備えやハ
ザードマップの見方などを教えて頂きながら、“尼崎市洪水ハザードマップ”や“猪名川河川事務所版マイ・タイムライン作
成シート”を活用したマイ・タイムラインの作成を行いました。

○今後も自治体と連携して講習会を継続していき、地域の安全・安心の向上のための取り組みを進めていきます。

～尼崎市でマイ・タイムライン作成講座を開催しました～ R8.2.10

◆日 時：令和8年2月7日（土）14:00～16:00
◆場 所：園田東生涯学習プラザ（兵庫県尼崎市）
◆参加者：30名
◆内 容：講義「近年の気象災害と情報の活用について」

マイ・タイムライン作成講座

澤麻美 気象キャスター

猪名川河川事務所版 マイ・タイムラインシート

松本眞 尼崎市長 嶋本好晴 事務所長

マイ・タイムライン作成の様子

自分の行動を選んでシートに貼る。

◆参加者からの感想
・避難に向けた具体的な行動が可視化できて、小さなお子さんや
高齢者にも大変わかりやすい。

・準備するものや行動をあらかじめきめておくことで、落ち着いて
行動できる。

・ご近所の方にも伝えたい。

市長にもサポートいただきました

作成したマイ・タイムラインの発表
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【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間

余野川流域勉強会（令和8年3月10日実施）

流域全体図と余野川流域の関係

余野川流域

銀橋狭窄
部

余野川合流部
余野川合流部

凡例

基準点

 猪名川流域において水害リスクが存在するうえ、気候変動の影響で、今後
降水量はさらに増大することが懸念⇒新たな流域治水の取組みが必要

 猪名川流域では昭和57年から現在も、「猪名川流域整備計画」(総合治
水)に基づき流域治水に取り組んでいが、計画は古く実態に沿わない点や
設定根拠が不明ところがあるなど問題点が多い

 流域自治体へのヒアリングの結果、猪名川流域全体で特定都市河川指定
の合意形成には時間を要すると予想

 新たな流域治水計画を新たに流域みんなで協議する場と信頼関係を構築
することが必要

 具体的な治水対策目標を立て、それらを法的根拠に基づき執行する特定
都市河川に切り替え、新たな流域水害対策を実施することが必要

 小流域単位等で先行も指定できるところは積極的に検討を進めて行くこと
が必要⇒余野川流域での指定に向けた検討が有用と判断

猪名川河川事務所の考え

大阪府の特定都市河川指定に向けた方針

 大阪府が管理している河川において、1/30降雨(整備計画規模)で床上
浸水が発生するリスクがある河川は河道改修を急ぐ方針としている

 余野川は上記の水害リスクのある河川で特定都市河川化により円滑な河
川改修事業進捗を目指している

猪名川流域では余野川流域で特定都市
河川の指定を検討することを議論スタート

 （メンバー）猪名川河川事務所、大阪府、池田市、箕面市、豊能町
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